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科　　目 科　　目
土 地 3,002 2,911 91 退 職 給 与 引 当 金 3,093 2,949 144
建 物 8,984 8,173 811 固 定 負 債 計 3,093 2,949 144
構 築 物 439 374 65 未 払 金 77 45 32
教 育 研 究 用 機 器 備 品 744 755 △ 11 前 受 金 1,742 1,703 39
そ の 他 の 機 器 備 品 15 7 8 預 り 金 211 202 9
図 書 2,824 2,777 47 流 動 負 債 計 2,030 1,950 80
車 輌 1 1 0 負 債 の 部 合 計 5,123 4,899 224
建 設 仮 勘 定 0 270 △ 270
有 形 固 定 資 産 計 16,009 15,268 741
敷 金 39 22 17
電 話 加 入 権 4 4 0 科　　目
施 設 加 入 権 7 7 0 第 １ 号 基 本 金 20,941 19,789 1,152
有 価 証 券 1 1 0 第 ２ 号 基 本 金 100 0 100
金 銭 信 託 0 14 △ 14 第 ３ 号 基 本 金 100 0 100
長 期 貸 付 金 428 465 △ 37 第 ４ 号 基 本 金 460 460 0
引 当 特 定 資 産 1,598 1,590 8 基 本 金 の 部 合 計 21,601 20,249 1,352
引 当 特 定 資 産 8,449 7,791 658
引 当 特 定 資 産 100 0 100
そ の 他 の 固 定 資 産 計 10,626 9,894 732
固 定 資 産 計 26,635 25,162 1,473 科　　目
現 金 預 金 7,090 7,740 △ 650 翌年度繰越消費収入超過額 7,217 7,951 △ 734
未 収 入 金 197 186 11 消費収支差額の部合計 7,217 7,951 △ 734
短 期 貸 付 金 6 6 0
前 払 金 13 5 8
流 動 資 産 計 7,306 7,937 △ 631
資 産 の 部 合 計 33,941 33,099 842 科　　目

負債の部、基本金の部
消費収支差額の部合計

注記　　１．減価償却額の累計額の合計 4,853百万円

　　　　２．徴収不能引当金の合計額 36百万円

　　　　３．退職給与引当金の計上方法は次のとおりです。

　　　　　　会計年度末の退職給与要支給額の100%　28億30百万円を基にして、

　　　　　　私立大学退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の累積額との繰入れ

　　　　　　調整額を加減した金額を計上することにしています。

　　　　４．翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 0百万円

　　　　５．通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外

　　　　　　ファイナンスリースのうち、平成10年度以降締結したものは次のとおりです。

リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高

教育研究用機器備品 1,110百万円 620百万円

その他の機器備品    20百万円 6百万円

消　費　収　支　差　額　の　部
平成16年度末 平成15年度末

基　　本　　金　　の　　部
平成16年度末 平成15年度末 増　減

増　減

（１）　資産の概況
　  有形固定資産は7億41百万円(4.8％)の増加となりました。建物はＣ館・守衛所の新築工事等で増加、守衛室・体育館設備の除却で8億11百万円増加しました。構築物はＣ館緑化工事等で
65百万円増加しました。建設仮勘定は建物へ振り替えたため減少しました。その他の固定資産は、引当特定資産への繰入れを行い、7億32百万円(7.4％)増加しました。
（２）　負債の概況
　  固定負債は退職給与引当金が1億44百万円(4.9％)増加、流動負債は80百万円(4.1％)増加し、負債の部合計では2億24百万円(4.6％)増加しました。
（３）　基本金の概況
　  第1号基本金は、土地91百万円、建物9億8百万円、構築物1億6百万円、図書47百万円他の合計11億52百万円の増加となりました。
　  第2号基本金と第3号基本金は、それぞれ1億円を組入れました。

平成１７年３月３１日
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